
川東フェスタ 

学校教育目標：「心豊かで実践力のある児童の育成」 

合言葉：『５つの大好き「友達」「自分」「勉強」「運動」「川東」』 

 

 

毎朝登校する子どもたちの息は白く、寒さ厳しい日が続いていますが、校門周辺では白

梅や水仙の花が咲き始め、少しずつ春が近づいてきていることを実感しています。またイ

ンフルエンザが流行し、どの学年も学年閉鎖にはなりませんでしたが、2 月はお休みした

児童がたくさんいました。 

２月６日に開幕したミラノ・コルティア２０２６冬季オリンピックでは、日本の選手た

ちが世界の舞台で力いっぱい競い、多くの感動を届けてくれました。結果だけでなく、最

後まであきらめず挑戦する姿は、私たちに大切なことを教えてくれました。なかでも、ふ

るさと岡山にゆかりのある選手が世界に挑み、努力を重ねて活躍する姿は、子どもたちに

とって身近な誇りであり、「自分にもできるかもしれない」という希望に繋がりました。遠

い世界の出来事ではなく、自分たちのそばから夢が広がっていくことを、子どもたちには

ぜひ感じてほしいと思います。夢をもつことは、未来への第一歩です。また、目標をもち

毎日こつこつと努力を積み重ねることが、その夢に近づくことになります。 

先日「６年生の夢」の収録がありました。今の段階でしっかりとした将来の夢がある人

もいれば、これから具体的な夢を見つけていこうとしている人もいます。自分の中にある

「好き」や「自分のよさ」を見つけて、ぜひ夢につなげていってほしいと思います。 

 

 

1 月２９日（木）に川東フ

ェスタありました。6 年生

が、みんなが楽しめるようにと６つのコーナーを準備してくれ、１年生から５年生がたて

わり班で各コーナーを回り楽しみました。５年生は、来年度のリーダーとして下級生を連

れていく大事な役目を果たしました。 

フェスタ後に１年生から５年生は全員、６年生へお礼のカードを書きました。「とても楽

しかった」という感想や、６年生への感謝の気持ちがたくさん書かれてありました。また

６年生も、下級生が楽しんでいる姿に達成感を感じたようでした。 

 

校報川東小だより      
令和８年２月２６日 

真庭市立川東小学校 

   ２月号 

夢や目標をもつことの大切さ

時間を大切に 

ジェスチャーゲーム 

私は何でしょう ペットボトル ボーリング ラダーゲッター 

宝さがし ばくだんゲーム 



学校保健委員会 

５年生 認知症サポーター養成講座・車いす体験学習 

入学説明会 

新１年生体験入学 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

索 

2/３(火)来年度入学される 1 年生の保護者の

皆様を迎えて入学説明会を行いました。生涯学

習課より講師をお招きし「親育ち応援プログラ

ム」をしていただき、保護者同士の交流を深める

ことができました。 

2/1２(木)学校歯科医の武藤先生、ＰＴＡ本部

役員、保健安全部員、学校の担当教員が参加し、

学校保健委員会を開催しました。児童の健康推進

について様々な立場からご意見をいただける良

い機会となりました。 

2/1３(金)体験入学がありました。始めに 1 年生が 1 年間の学校生活を紹介した後、年長さんは、ひら

がなや算数プリントを１年生と一緒にし、ランドセルも背負ってみました。次に体育館で来年度のリーダ

ーになる５年生との交流をしました。年長さんに自己紹介をしてもらい、少人数でのゲームと転がしドッ

ジをしました。年長組のお友達に優しく接する５年生の姿が、とても微笑ましかったです。 

2/24(火)社会福祉協議会の方を講師に車いす体

験を行いました。介助する人は、車いすに乗ってい

る人が安心できるように「進みます」「止まります」

といったことを丁寧に伝えることが大切だと教え

ていただきました。 

2/1７(火)５年生が地域包括支援センターより講師

を迎え、認知症の方への関わり方を学びました。寸劇

に取り組みながら実践的に学びました。怒らず優しく

接することなど、誰に対しても大切なかかわり方で、人

権教育にも通じる良い学びとなりました。 

入学にあたって心配なことなどをグループで交流中 
 

小学校の生活を説明中 ５年生となかよし遊び ペアの年長児を優しくサポート 

児童の健康や体力、安全教育、 
学校給食等について学校から説明 

ランドセルを背負ってみよう 


